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～第 20回 日本認知症ケア学会大会での発表について～ 

ベネッセ シニア・介護研究所 

「外国人介護人材」と「リビングラボを通じた社会参画」をテーマとしたご報告 
 
 

株式会社ベネッセスタイルケアの社内シンクタンクであるベネッセ シニア・介護研究所は、5 月 25 日、

26 日に開催された第 20 回認知症ケア学会大会において、現在研究中の 2 つのテーマについてポスター

発表いたしました。 

 

発表の概要は以下の通りです。 

 

●日本で働く 外国人介護材に対する調査 

●有料老人ホームでの「リビングラボ」を通じた新商品開発と社会参画スキームの構築 

 

発表内容の詳細は次ページ以降をご確認ください。 

 

 

※上記以外にも、弊社ホームより 10件の発表を行っております。 

・まどか本八幡  「気持ちと感情を引き出すケア手法」 

・まどか茨木  「ご本人に寄りそうための回想法の活用」 

・まどか深大寺  「アルツハイマー型認知症の方の「 その方らしさ」を活かせる瞬間を引き出す」 

・グランダ調布  「誤入室が認知症ケアを見直すきっかけに」 

・グランダ鶴間・大和  「もう一度俳句をつくろう！」 

・リハビリホームグランダ山手・横浜  「High Quality Of Life（HQOL）を目指して！」 

・グランダ初台  「地域と連携した自立自発支援と QOL 向上の実現」 

・メディカル・リハビリホームグランダ山鼻  「家族と施設で叶える『その人らしさ』」 

・くらら門田屋敷  「グループホームにおける、認知症ケアを深める自発支援の検討」 

・ボンセジュール川口  「アルコール依存と抗不安薬依存からの脱却」 

 

https://www.benesse-style-care.co.jp/lab/
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日本 働く外国人介護人材 対 調査
～定着 サポート体制 在 方を探 ～

株 ベネッセスタイルケア 林 奈実

．研究目的 方法

◆日本 外国人介護人材受け入 拡大
．研究 背景

目的

．結果

在留資格 導入年 送出国 内容

特定活動
2008

ン ネシ
ン

ベ ム 3カ国

経済連携協定(EPA) 基 く外国人介護福祉士候補者
介護福祉士国家試験 合格すれ 何度 も在留資格
更新 可能

介護 2017
ベ ム 中国
ネパ

介護専門学校 大学 2年以上学び 介護福祉士 取得すれ
介護福祉士 し 就労可 在留資格 何度 も更新可

技能実習
2017

ベ ム 中国
ン

15カ国
技能 移転 目的 し 最長5年間 実習生 し 就労可能
帰国後 日本 学 技能 活 し 活躍

特定技能
2019

ベ ム 中国
ン

9カ国

技能 日本語 試験 合格すれ 特定技能1号 し 最長
5年間就労可 条件 満 せ 技能実習生 留学生 EPA候
補者 ら 移行も可能

• 日本政府 介護分野 外国人受入 人数目標
１年目 千人 年目 最大 万人

設定
• 技能実習生受入 コンプ イアンス違反や

労働条件 良い諸外国 存在 あ 日本 敬遠
傾向

FCW 日本 介護現場 長く快適
働く 受け入 側 何
必要 明

研究方法
日本 就労中 FCW 10ヶ所 ヒ ン 行い 合計
22人 協力 得 受 入 側 嬉

／困 ・嫌 い ヒ ン
結果 仕事 職員 コ ーション 日本
語・日本語学習 人間関係 職場 規則・待遇 日
本 文化・考え方 日本 生活 7項目 分類

倫理的配慮
FCW 学会発表 い 事前 説明
書面 ヒ ン 結果公表 了承 得

4. 考察 今後 展望

※2019/5/17 時点

※身分 基 く在留資格 持っ 人 永住者 日本人 配偶者 留学生 資格外活動 し
週28時間ま も 介護施設 就労 可能

外国人介護人材 Foreign Care Worker:以下FCW)

選 環境整備・受入 体制 く
FCW 視点 見 日本 介護現場 働 や さ・
働 さ を把握 こ 不可欠

FCW 業務 習得度 合 仕事・役割を任 こ
• 成長 応 仕事 幅 広 特別扱い い

い 職場 一員 認 いう気持
や いや自己効力感 向上 寄与 考え

• 困 時 フォロー 前提 FCW
仕事 日本人職員 同 う 任 大切 あ

コミュニケーション方法 い 、双方 情報共有 こ
• FCW受入 前 施設内 FCW コ ーション時 注意点

い 上記 う イント 共有 く
• FCW 日本独特 いえ コ ーション方法や ー

い 事前 情報提供 う 場面 遭遇
際 心構え う

嬉 仕事 人間関係 困 ・嫌 日本語・日本語学習 職員 コ ー
ション い 意見 多く挙 以下 う 取 組 必要 あ 考え

◆出 意見 ヒ ン 集約 結果 イント 意見 合計73抽出
◆ 上記 7項目 分類 結果 意見 多 項目 日本語・日本語学習(20) 人間関係(15) 仕事(13) 職員

コミュニケーション(12) あ カッコ内 分類 意見 出現頻度 表
◆ う 嬉 こ 回答 多 仕事(8) 人間関係(8) 困 ・嫌 こ 回答 多

日本語・日本語学習(19) 職員 コミュニケーション(12) あ

仕事(8) 人間関係(8)

日本語・日本語学習(19) 職員 コミュニケーション(12)
⚫ 表現 曖昧 、結局 う
いい 分 い(3)

例 ○○ く
いい い

私 う …？

⇒ ○○ 下 い ×× い
下 い Yes/No
分 表現を使 ほ い

⚫ 日本語 不十分 、言 こ を
そ まま受け取 誤解さ (6)

⇒何年経 日本語 難 い
言い いこ こ 合 い ？
確認 ほ い

A 下 い 頼
私 B

や く い ？生意気！

B 先 方 良い
思う 伝え

…

例

⚫ 間違い等を直接指摘さ 、後
上司や先輩経由 注意さ (4)

例

直接
注意 く

う…

他 職員 聞
！△△ う

！

⇒自分 間違 い
う 分 い 思 い こ
や注意や指摘 本人 直接伝え ほ い

⚫ 困 い 時 、周
職員 助け く (1)

⚫ 職場 一員
認め 感 (6)

⚫自分 歓迎さ 、受け入
い 感 (4)

⚫自分 母国 興味を持 、
知 う (2)

介護職種

EPA候補者

ヒ ン 通 感 自分 努力 日本 介護 日本語・日本文化 学び 成長 続 い いうFCW 強い意志 あ
双方 気持 く働く FCW 努力 頼 く 受 入 側 日本語教育や日常 フォロー 加え FCW 成長

実感 環境やコ ーション 取 や い環境 整え い 努力や工夫 重要 あ
う 取 組 風通 良い職場作 FCW く 日本人職員 働 や 繋 あ

今後 本調査結果 活 弊社 FCW受入 効果検証 行 いく

介護分野



有料老人 ム ビン を通
新商品開発 社会参画スキ ム 構築

――入居者 楽 み 生 い へ――
原田文雄1)， 太田雄介2)，田中奈々恵2)，石田 稔3)，白倉重樹3)

1)(株)ベネッセス イ ア ベネッセ シニア 介護研究所 2)(株)ベネッセス イ ア ン 初台 3)(株)山忠

目的
有料老人 一般的 例

ビング ※) いう企業 ユ 共創型開発手法 採用
2018年9月 12月 計5回 べ37名 入居者 参加
う 半数程度 方 認知症 MCI

靴下 新商品企画 試作品 対 意見交換 行

安全 空間 、入居者
社会 希薄

今回 取 組 仮説

企業 新商品開発 入居者 社会貢献
実感やQOL向上 い

方法

※)一般的 新技術 ビ 開発 ユ 市民 企業 参加 共創活動 そ 活
動拠点 言う 生活空間 Living 実験室 Lab いう ビング 基本的考え方
* 倫理的配慮 協力施設 取 組 内容 公表 い 了承 得

結果

考察
認知症 方 靴下 試作品 対 意見 出
結果 高齢者 本質的 ニ 捉え 新商品 履 く

くい い 靴下 開発
自分 意見 商品 反映 楽 生 い

新 社会参画 キ 構築 可能性 認

私 意見 作
言え
普通 あ え い

い 部屋
い 多い 会
楽 い 来 甲斐 あ

意見 言う
役 立 嬉 い

入居者 回 重 活発 意見 出 う
深く前 履く 難 い 履 い いい
く あ く締 付け い ほ い 薄く オ レ ほ い
洗濯 紛 う い 名前 書け う ほ い …
中 T様 80歳代 女性 普段 部屋 方

毎回参加 ノ ト 取 い
取 組 通 入居者 下記 う 声 聞

社会 社会


